
６
月
14
日
に
第
11
回

全
国
世
話
人
会
を
東
京

で
開
催
し
、
25
人
の
代

表
世
話
人
・
常
任
世
話

人
・
世
話
人
・
監
査
の

ほ
か
、
医
学
生
１
人
な

ど
が
参
加
し
た
。
秋
山

常
任
世
話
人
は
開
会
挨

拶
で
、
戦
後
・
被
爆
70

年
の
今
年
、
解
釈
改
憲

で
戦
争
出
来
る
国
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
政
治
状
況
で
「
１

人
ひ
と
り
の
積
極
的
な

参
加
が
求
め
ら
れ
る
」

と
話
さ
れ
た
。

原
代
表
世
話
人
か
ら

「
２
０
１
４
年
度
の
活
動

の
ま
と
め
と
２
０
１
５
年

度
活
動
方
針
（
案
）」
の

提
案
が
さ
れ
た
。
ま
た
、

原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
や
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ
訴
訟
、
反
核
医

師
の
つ
ど
い
in
愛
知
の
補

足
報
告
も
受
け
た
。
討
論

で
は
、
福
島
原
発
事
故
の

被
ば
く
者
の
健
康
調
査
が

出
来
な
い
の
か
、
原
発
運

動
は
医
療
関
係
者
以
外
と

の
共
闘
も
し
て
は
ど
う
か

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

例
年
に
な
く
活
発
な
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
申
し
合
わ
せ

事
項
の
改
定
に
つ
い
て
、

全
国
世
話
人
会
を
全
国
大

会
に
変
更
す
る
に
あ
た
っ

て
、
各
県
の
意
見
を
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
な
組
織
構
成
に
し

て
は
ど
う
か
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

「
２
０
１
４
年
度
の
活
動
の

ま
と
め
と
２
０
１
５
年
度
活
動

方
針
」
の
ほ
か
、
２
０
１
４
年

度
決
算
、２
０
１
５
年
度
予
算
、

理
念
以
外
の
申
し
合
わ
せ
事
項

の
改
定
、
役
員
体
制
を
承
認
し

た
。
岡
本
常
任
世
話
人
か
ら
福

岡
で
の
脱
原
発
の
取
り
組
み
や

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
も
紹
介
し
な
が
ら
、「
１
年

間
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

閉
会
挨
拶
を
受
け
、
決
意
を
固

め
合
っ
た
。

午
後
の
市
民
公
開
講
演
会
で

は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
報

告
」
を
行
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
に
参
加
し
た
永
瀬
・
中
村

両
常
任
世
話
人
、国
井
医
師（
医

療
生
協
わ
た
り
病
院
研
修
医
）

ら
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
、「
放
射
線
リ
ス
ク
に

関
す
る
基
礎
的
情
報
」
批

判
の
編
集
幹
事
を
務
め
た

聞
間
先
生
か
ら
作
成
の
目

的
や
経
過
の
報
告
、
ポ
イ

ン
ト
の
説
明
な
ど
を
受
け

た
。

第
26
回	

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
・

医
学
者
の
つ
ど
い
in
愛
知
へ
ご
参
加
を

る
こ
と
を
約
束
し
た
「
人
道
の

誓
約
」
に
は
、
会
議
前
の
70
か

国
か
ら
１
０
７
か
国
が
賛
同

（
５
月
22
日
時
点
）
す
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
が
国
は
「
賛
同
と
は
表
明
し

な
い
」
ま
ま
だ
。
日
本
の
不
賛

同
の
方
針
の
背
景
に
は
、
米
国

か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
日
本
政
府
は
、
高

齢
化
し
た
被
爆
者
の
救
済
に
も

最
高
裁
の
判
決
を
も
無
視
し
背

中
を
向
け
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
憲
法
学

者
や
今
ま
で
の
内
閣
法
制
局
長

官
、
か
つ
て
自
民
党
の
幹
部
で

あ
っ
た
人
ま
で
も
が
「
憲
法
違

反
」
と
言
い
、
何
よ
り
国
民
の

多
く
が
「
戦
争
す
る
国
を
目
指

す
も
の
」
と
し
て
危
惧
を
も
っ

て
い
る
「
安
保
法
案
」
を
衆
議

院
で
強
硬
採
決
し
た
。
安
倍
首

相
の
言
う
「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」
と
は
、「
戦
前
の
日
本
」

へ
の
回
帰
を
目
指
し
て
い
る
と

し
か
思
え
な
い
。

東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て

発
生
し
た
福
島
第
１
原
発
事
故

も
、政
府
の
発
表
と
は
違
っ
て
、

地
下
水
の
流
入
も
汚
染
水
漏
れ

も
終
息
せ
ず
、
何
よ
り
も
原
発

か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
線
廃

棄
物
の
最
終
処
分
は
目
処
さ
え

立
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
８
月
に
も
鹿
児
島

県
の
川
内
原
発
を
再
稼
働
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
勢
に
合
わ
せ

て
、
10
月
31
日
、
11
月
１
日
の

２
日
間
、「
被
爆
・
戦
後
70
年

医
療
者
は
戦
争
も
核
も
許
さ
な

い
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
、

今
年
を
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の

礎
を
築
く
年
と
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
今
何
を
す
べ
き
か
を

学
べ
る
「
第
26
回　

核
戦
争
に

反
対
す
る
医
師
・
医
学
者
の
つ

ど
い
」
を
開
催
す
る
。
記
念
講

演
は
、
元
広
島
市
長
の
秋
葉
忠

利
氏
で
、「
核
な
き
世
界
は
実

現
で
き
る
〜
被
爆
70
年
と
日
本

国
憲
法
」
の
、
ま
さ
に
今
の
情

勢
に
合
致
し
た
テ
ー
マ
で
お
話

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
特
別
講
演
と
し
て
、
ビ
キ

ニ
水
爆
実
験
で
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
第
五
福
竜
丸
だ
け

で
な
く
、
１
０
０
０
隻
も

の
マ
グ
ロ
漁
船
が
被
曝
し

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
伊

東
英
朗
氏
（
南
海
放
送
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
に
お
話
を

し
て
い
た
だ
く
。
こ
の
真

相
は
、
日
米
政
府
に
よ
っ

て
隠
さ
れ
続
け
、
高
知
の

高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て

明
ら
か
に
し
た
。
私
た
ち

は
、
福
島
を
思
う
に
つ
け

て
も
、
な
ぜ
政
府
は
被
害

の
実
相
を
隠
そ
う
と
す
る

の
か
、
被
害
者
を
救
済
し

な
い
で
放
置
し
よ
う
と
す

る
の
か
、
し
っ
か
り
と
理

解
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

２
日
目
は
、「
核
廃
絶
へ

の
展
望
」「
日
本
に
お
け
る

放
射
線
被
害
」「
憲
法
九
条

か
ら
考
え
る
〜
集
団
的
自

衛
権
」
の
タ
イ
ト
ル
で
三

つ
の
分
科
会
を
準
備
し
て

い
る
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し

て
い
る
。

今
年
は
、
被
爆
70
年
・
戦
後

70
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。
ま

た
、核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

の
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
た

年
で
も
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
最
終
文
書
は
合
意
さ

れ
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
が
過
去
に
合

意
さ
れ
て
い
た
「
中
東
の
非
核

化
」
の
話
し
合
い
を
「
期
限
を

切
っ
て
」
開
始
す
る
と
い
う
こ

と
に
、
公
式
に
は
認
め
て
い
な

い
が
核
兵
器
を
保
有
し
Ｎ
Ｐ
Ｔ

に
未
加
盟
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
意

向
を
受
け
反
対
し
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
、
全
世
界
的
に
み

る
な
ら
ば
、「
核
兵
器
廃
絶
」

の
運
動
は
着
実
に
前
進
し
て
い

る
。「
核
兵
器
の
非
人
道
性
」

の
認
識
が
広
ま
り
、
そ
の
禁
止

と
廃
絶
に
向
け
た
具
体
的
道
筋

の
「
法
的
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
埋
め
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ド
イ
ツ
の
元
大

統
領
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ツ

ゼ
ッ
カ
ー
氏
が
１

月
31
日
死
去
し

た
。
94
歳
だ
っ
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
40
周

年
の
１
９
８
５
年
５
月
８
日
、
連

邦
議
会
演
説
で
「
過
去
に
目
を
閉

ざ
す
者
は
、
現
在
も
見
え
な
く
な

る
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し

た
。
こ
の
格
言
が
、
ド
イ
ツ
の
本

格
的
な
過
去
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
戦

争
責
任
と
犯
罪
を
反
省
す
る
契
機

に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な

い
。
▼
保
団
連
の
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
の
近
郊
に
あ

る
「
７
３
１
部
隊
罪
証
陳
列
館
」

の
２
階
に
上
が
る
階
段
の
壁
に

「
前
事
不
忘　

後
事
之
師
」
と
大

き
く
書
か
れ
た
看
板
を
思
い
だ

す
。
意
味
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
元
大
統
領

は
加
害
者
の
立
場
か
ら
の
真
摯
な

自
責
か
ら
来
る
言
葉
に
対
し
て
、

ハ
ル
ビ
ン
の
格
言
は
被
害
者
の
立

場
を
忘
れ
ま
い
と
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
点
で
全
く
異
な
っ
て

い
る
。
こ
の
言
葉
は
本
来
、
我
々

日
本
人
か
ら
出
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
▼
安
倍
首
相
は
８
月
に

戦
後
70
周
年
の
談
話
を
発
表
す
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
１
９
９
５
年
の
村
山
談
話
を

踏
襲
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

大
幅
に
変
更
し
た
い
と
い
う
本
音

を
隠
し
て
い
る
。戦
争
を
肯
定
し
、

美
化
し
よ
う
と
す
る
保
守
派
の
突

き
上
げ
と
、
も
し
そ
の
よ
う
な
談

話
を
発
表
す
れ
ば
中
国
、
韓
国
だ

け
で
な
く
、
米
国
を
は
じ
め
世
界

中
か
ら
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
首
相
は
板
挟

み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本

の
首
相
と
い
う
立
場
に
あ
れ
ば
ど

ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
わ
か
る
は

ず
で
あ
る
。
亡
き
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ

ー
氏
の
言
葉
を
教
訓
と
し
て
ほ
し

い
。�

（
Ｔ
）

第11回

全国世話人会
2015年

現
地
実
行
委
員
会
事
務
局
長
　
中
川
武
夫

開催



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
９

日
間
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
。
４

月
25
日（
土
）〜
５
月
３
日（
日
）

の
日
程
。

４
月
25
日
（
土
）

成
田
空
港
よ
り
13
時
間
か
け

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
空
港
に
つ
い
た
。

私
の
コ
ー
ス
に
は
、
被
爆

者
・
愛
知
県
原
水
禁
被
災
者
の

会
事
務
局
長
水
野
秋
恵
さ
ん
が

同
行
し
て
い
た
。

４
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ま
で

マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

地
下
鉄
駅
で
街
頭
署
名
活
動
。

被
爆
者
二
世
石
本
さ
ん
の
想

い
の
フ
ア
イ
ル
を
、
署
名
し
て

く
れ
た
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。マ

ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ

ン
前
で
の
署
名
で
は
、
見
向
き

も
し
な
い
米
国
人
が
多
い
。
米

国
で
も
一
般
の
人
に
は
、
政
府

の
都
合
の
良
い
情
報
し
か
届
い

て
い
な
い
。
資
本
家
や
権
力
が

人
種
や
階
層
・
地
域
な
ど
に
対

立
軸
を
つ
く
り
団
結
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
手
法
が
、
教
育
や

メ
デ
イ
ア
に
も
徹
底
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
あ
ら
た
め

た
。博

物
館
で
は
、
最
初
の
場
所

で
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
や
、

ア
メ
リ
カ
の
核
実
験
、
ソ
連
の

核
実
験
な
ど
の
映
像
が
流
さ
れ

て
い
た
。
８
月
に
は
、
被
爆
70

年
な
の
で
広
島
原
爆
資
料
館
の

協
力
で
平
和
祈
念
の
展
示
を
す

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
全
体
的

に
は
核
実
験
の
写
真
な
ど
が
主

に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
実
験
場

で
は
当
時
６
０
０
０
人
が
働
い

て
い
て
、
広
島
・
長
崎
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｃ
と
同
じ
こ
と
、
つ
ま
り
、

治
療
は
せ
ず
検
査
だ
け
す
る
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

い
た
。
当
初
は
、
危
険
性
が
よ

く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
爆
心
か
ら
11 

km
の
所
に
、

有
名
人
や
マ
ス
コ
ミ
も
招
待
さ

て
団
結
・
共
闘
が
、
社
会
正
義

実
現
の
力
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。１

０
０
０
枚
の
被
爆
二
世
石

本
さ
ん
の
想
い
を
印
刷
し
た
フ

ア
イ
ル
を
手
渡
し
た
。

署
名
活
動
・
フ
ア
イ
ル
の
拡

散
に
は
新
婦
人
さ
ん
の
協
力
な

し
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

本
物
の
戦
士
は
女
性
。
柔
ら

か
な
物
腰
で
、
言
葉
の
壁
に
も

署
名
拒
否
の
嵐
に
も
く
じ
け
な

い
。
見
習
う
べ
き
姿
だ
っ
た
。

女
性
の
力
な
く
し
て
は
、
核

兵
器
廃
絶
は
実
現
し
な
い
と
確

信
し
た
。

午
後
１
時　

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク

エ
ア
に
て
集
会
、
午
後
２
時　

マ
ー
チ　

国
連
前
ま
で
、
午
後

３
時　

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
、
午

後
４
時　

署
名
提
出
。

４
月
27
日
（
月
）

午
前
中　

マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ

ア
ガ
ー
デ
ン
前
で
の
署
名
活

れ
見
学
し
た
よ
う
で
あ
る
。

博
物
館
の
説
明
書
で
は
、「
ト

ル
ー
マ
ン
が
第
二
次
世
界
大
戦

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
日
本
に

原
爆
を
投
下
す
る
よ
う
命
じ

た
。
日
本
本
土
へ
の
連
合
軍
の

上
陸
は
、
流
血
の
事
態
を
引
き

起
こ
す
と
考
え
ら
れ
た
。
政
治

家
は
全
員
一
致
で
、
原
爆
投
下

が
最
少
の
犠
牲
で
終
わ
ら
せ
る

と
結
論
づ
け
た
」
と
あ
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
Ｏ
Ｂ
の
ガ
イ

ド
は
、
私
の
考
え
で
は
、「
ア

メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
も
核

兵
器
を
実
際
に
使
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
、
使
っ
た
ら
使
う

ぞ
と
い
う
抑
止
だ
。
相
手
が
本

当
に
な
く
す
の
か
不
信
が
あ

る
。
誰
も
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
く
ら
い
核
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
」
と
言
っ
た
の
が
、

ア
メ
リ
カ
政
府
の
本
音
を
代
弁

し
て
い
る
よ
う
で
印
象
に
残
っ

た
。実

験
場
は
撮
影
禁
止
で
、
広

動
。
午
後　

団
会
議
・
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
。

４
月
28
日
（
火
）

午
前
中　

福
祉
と
医
療
の
つ

ど
い
に
参
加
し
、
永
瀬
先
生
・

中
川
先
生
と
合
流
し
昼
食
会
。

午
後
は
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア

ガ
ー
デ
ン
前
で
の
署
名
活
動
。

夜
、
永
瀬
先
生
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
レ
・
ミ

ゼ
ラ
ブ
ル
鑑
賞
。

４
月
29
日
（
水
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
シ
カ
ゴ

に
移
動
。

シ
カ
ゴ
散
策
。

４
月
30
日
（
木
）

午
前
中　

バ
ス
に
て
シ
カ
ゴ

労
働
運
動
史
ツ
ア
ー
。

午
後　

平
和
活
動
家
と
の
交

流
会　

米
反
戦
労
働
者
連
合
、

ア
メ
リ
カ
フ
レ
ン
ズ
奉
仕
委
員

会
、
被
爆
者
水
野
秋
恵
さ
ん
の

証
言
、
原
爆
写
真
展
を
同
時
開

催
。

さ
は
鳥
取
県
と
同
じ
く
ら
い
。

南
の
方
に
大
気
圏
核
実
験
場
が

あ
り
、
１
９
５
１
年
か
ら

１
０
０
回
、
北
の
方
に
地
下
核

実
験
場
が
あ
り
、
１
９
６
３
年

か
ら
８
２
８
回
の
実
験
が
行
わ

れ
、
大
陸
中
西
部
に
放
射
能
を

ま
き
散
ら
し
、
多
数
の
被
ば
く

者
を
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
１
９
９
７
年
か
ら

は
未
臨
界
核
実
験
を
23
回
、
最

近
は
、
Ｚ
マ
シ
ン
を
使
っ
た
新

型
核
実
験
が
12
回
行
わ
れ
て
い

る
。
実
験
場
内
は
、
５
％
が
立

ち
入
り
禁
止
で
、
そ
れ
以
外
は

安
全
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
い
た
が
、
バ
ス
が
止
ま
っ

て
弁
当
を
食
べ
た
所
に
は
長
く

い
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
の

で
信
用
で
き
な
い
。

当
初
は
、
第
２
次
世
界
大
戦

の
記
憶
が
あ
り
、
ま
た
使
う
か

も
し
れ
な
い
と
、
広
島
・
長
崎

と
同
じ
よ
う
な
状
況
を
作
っ

て
、
そ
の
影
響
を
調
べ
た
と
の

そ
の
後
、
シ
カ
ゴ
教
職
員
組

合
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
組

合
と
の
交
流
。

５
月
１
日
（
金
）

午
前
中　

倉
庫
労
働
者
と
の

運
動
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｅ
青
年
活

動
家
と
の
交
流
会
。

午
後
か
ら
〜
メ
ー
デ
ー
集
会

に
参
加
、
み
ん
な
で
肩
を
寄
せ

合
い
、
労
働
歌
を
歌
う
。

５
月
２
日
（
土
）

シ
カ
ゴ
発　

12
時
10
分
成
田

行
き
飛
行
機
に
搭
乗
。

５
月
３
日
（
日
）

午
後
３
時
10
分
成
田
着
、
無

事
に
帰
国
し
た
。

私
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
Ｎ

Ｐ
Ｔ
に
行
く
の
が
目
的
だ
っ

た
。
実
際
に
、
現
地
で
の
署
名

活
動
・
パ
レ
ー
ド
・
集
会
・
被

爆
者
と
の
交
流
の
中
で
こ
れ
か

ら
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
の
本
当

の
始
ま
り
に
な
っ
た
。

今
回
の
再
検
討
会
議
で
最
終

文
書
の
と
り
ま
と
め
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
外
交
官
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー
・
ク
メ
ン
ト
氏
は
人
道
上
の

理
由
で
核
兵
器
禁
止
条
約
を
提

案
し
た
。
人
道
上
と
は
、
人
間

に
問
わ
れ
た
真
理
・
真
実
で
あ

る
。核

兵
器
の
廃
絶
は
必
ず
実
現

す
る
。

そ
の
時
期
は
、
日
本
政
府
が

核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し
た

と
き
に
実
現
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
政

府
・
日
本
国
民
の
核
兵
器
に
対

す
る
意
識
を
上
げ
て
い
く
運
動

の
継
続
と
危
機
感
の
維
持
が
必

要
十
分
な
条
件
で
あ
る
。

こ
と
だ
っ
た
。

北
部
の
地
下
核
実
験
場
に

は
、
ク
レ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
爆
発
の
時
に
地
下
に

空
洞
が
で
き
て
、
そ
こ
に
土
地

が
陥
没
し
て
で
き
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

テ
ロ
に
備
え
る
べ
く
、
救
急

訓
練
の
場
所
も
あ
っ
た
。
も
ら

っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、「
こ

こ
の
第
一
義
的
な
使
命
は
、
合

衆
国
の
核
兵
器
の
安
全
性
と
信

頼
性
の
維
持
に
役
立
つ
こ
と
」

と
書
い
て
あ
り
、
核
兵
器
は
50

年
保
存
す
る
の
で
、
実
際
に
爆

発
す
る
の
か
実
験
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

帰
路
、
シ
ョ
ー
シ
ョ
ー
ニ
ー

族
の
集
会
所
に
立
ち
寄
り
、
原

住
民
と
交
流
し
た
。
酋
長
は
、

昔
、
実
験
場
の
あ
た
り
に
住
ん

で
い
た
の
に
政
府
に
追
い
出
さ

れ
、
中
に
は
先
祖
の
墓
も
あ
る

の
で
闘
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

ネ
バ
ダ
核
実
験
博
物
館
と

実
験
場
を
視
察常

任
世
話
人
　
永
瀬
　
　
勉

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
の

9
日
間
行
動
報
告

常
任
世
話
人
　
中
村
新
太
郎

２
０
１
５
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行

動
の
後
、
ネ
バ
ダ
核
実
験
博
物

館
と
実
験
場
を
視
察
し
た
。
ネ

バ
ダ
州
は
ア
メ
リ
カ
西
部
に
あ

る
砂
漠
地
域
で
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

は
南
端
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北

西
に
１
０
５
km
の
所
に
核
実
験

場
が
あ
る
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
活

動
家
の
マ
リ
ー
・
ル
ー
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
の
お
世
話
で
、

日
本
原
水
協
と
し
て
は
初
め
て

の
核
実
験
場
視
察
が
実
現
し
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NPT再検討会議・行動報告

会費納入のおねがい
　反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、
主旨に賛同いただいている募金によって運営し
ています。
　今年度は例年開催の「つどい」を（10月31日
（土）〜11月１日（日）に愛知で開催するほかに、
戦後70年、被爆70年に関する様々な取り組みが
予定されています。
　2015年度（2015年4月１日～ 2016年3月31日）
会費納入のほど、よろしくお願いいたします。

会費は
個人会員（医師・歯科医師、医学者）10,000円
医・歯学生会員  1,000円　賛助会員  1,000円

振込先
◇�りそな銀行　新都心営業部　普通　
１５５７５０２「反核医師　医学者の集い」　

◇�ゆうちょ銀行（他銀行からの振り込みの場合）
〇一九支店　当座  ００５６７６４  

　「反核医師・医学者の集い」
◇�郵便振替  ００１７０－７－５６７６４
　「反核医師・医学者の集い」─ ぜひご参加を ─
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国連への署名提出の様子

今年のチラシも出来上がりました

被
爆
70
年
を
核
兵
器
廃
絶
の
転
換
点
へ

　

み
ん
な
で
行
動
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
世
界
大
会
へ

土
田
弥
生
（
日
本
原
水
協
事
務
局
次
長
）

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
の
前
夜
、
４
月
26
日
、「
核

兵
器
な
く
そ
う
」
の
声
が
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
に
響
き
渡
っ

た
。
日
本
か
ら
約
１
１
０
０
人

の
原
水
協
代
表
団
ら
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
集
ま
り
、
色
と
り
ど

り
の
横
断
幕
を
か
か
げ
、集
会
、

パ
レ
ー
ド
、
街
頭
署
名
な
ど
行

動
を
く
り
広
げ
た
。

26
日
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
署
名
提
出
。

６
，
３
３
６
，
２
０
５
筆
の

核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル

署
名
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
の
タ
ウ

ス
・
フ
ェ
ル
ー
キ
議
長
と
国
連

軍
縮
問
題
担
当
ア
ン
ゲ
ラ
・
ケ

イ
ン
上
級
代
表
に
提
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
動
に
つ
い
て
、

会
議
議
長
は
「
多
く
の
人
が
声

を
上
げ
れ
ば
、
政
治
指
導
者
た

ち
は
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
意
思

に
沿
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
学

ぶ
」
と
激
励
し
た
。
潘
基
文
国

連
事
務
総
長
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議

の
冒
頭
で
、
こ
れ
ら
の
行
動
に

「
全
面
的
な
支
持
を
誓
い
た
い
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
、
核
軍
備
撤

廃
を
疑
う
者
に
対
し
「
被
爆
者

の
声
を
聞
け
」
と
迫
り
、「
会

議
が
彼
ら
の
警
告
に
耳
を
傾

け
、
結
果
を
出
す
よ
う
」
求
め

た
。
数
百
万
の
署
名
に
込
め

ら
れ
た
世
界
の
人
々
と
被
爆

者
の
願
い
は
、
彼
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
通
じ
て
会
議
に
参

加
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
盟
国
全
体

に
伝
え
ら
れ
た
。
世
論
と
行

動
が
、
核
兵
器
廃
絶
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
国
々
を

激
励
し
、
核
保
有
国
と
依
存
国

に
圧
力
を
か
け
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の

結
果
の
原
因

今
回
の
再
検
討
会
議
の
成
果

に
つ
い
て
、
最
終
文
書
が
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
「
失

敗
」
と
の
報
道
も
あ
る
。
し
か

し
、
見
る
べ
き
点
は
、

２
０
１
０
年
の
合
意
の
上
に
、

真
に
廃
絶
を
進
め
る
最
終
文
書

が
合
意
さ
れ
な
か
っ
た
原
因

は
、
核
保
有
５
カ
国
の
核
抑
止

力
へ
の
固
執
に
あ
り
、
日
本
な

ど
彼
ら
の
「
核
の
傘
」
に
依
存

す
る
30
く
ら
い
の
同
盟
国
に
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
口
で
は
核

兵
器
の
な
い
世
界

を
追
求
す
る
と
言

い
な
が
ら
、
こ
れ

だ
け
多
く
の
国
と

世
界
の
人
々
の
声

に
耳
を
貸
さ
ず
、

最
終
文
書
案
か
ら

「
禁
止
条
約
」
な

ど
の
文
言
を
削
ら

せ
ま
し
た
。
自
国

の
国
民
の
平
和
と

安
全
も
含
め
、
世

界
の
安
全
、
人
類

の
生
存
の
こ
と
を

考
え
、
核
兵
器
を
禁
止
し
、
な

く
す
方
向
に
進
む
べ
き
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
の
真
の
成
果

─
ゆ
る
ぎ
な
い
核
兵
器
廃
絶
の

流
れも

う
ひ
と
つ
見
る
べ
き
点

は
、
２
０
１
０
年
よ
り
も
さ
ら

に
成
長
し
た
、
核
兵
器
廃
絶
の

ゆ
る
ぎ
な
い
大
き
な
流
れ
だ
。

今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
は
そ
れ
を

実
感
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ

こ
で
は
、圧
倒
的
多
数
の
国
が
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和

と
安
全
を
達
成
す
る
」
と
の

２
０
１
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
の
合
意
の
実
行
、す
な
わ
ち
、

禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
な
ど
実

際
に
足
を
踏
み
出
す
こ
と
を
要

求
し
、
核
保
有
国
に
迫
っ
た
。

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
盟
国
は

１
９
１
カ
国
。
国
連
加
盟
国

（
１
９
６
カ
国
）
の
３
分
の
２

を
占
め
、
い
か
な
る
軍
事
同
盟

に
も
組
み
し
な
い
非
同
盟
運
動

諸
国
は
、
包
括
的
禁
止
条
約
を

提
起
し
、
こ
の
交
渉
開
始
を
求

め
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
な
る
新
ア

ジ
ェ
ン
ダ
連
合
も
、
禁
止
・
廃

絶
へ
の
一
歩
と
し
て
、「
す
べ

て
の
締
約
国
が
核
軍
備
撤
廃
の

効
果
的
措
置
に
つ
い
て
誠
実
に

交
渉
す
る
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｔ
６

条
の
義
務
を
守
る
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
し
、「
効
果
的
措
置
」

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
呼
び

か
け
た
。

そ
し
て
、
こ
の
流
れ
を
成
長

さ
せ
た
、
核
兵
器
の
非
人
道
性

と
い
う
視
点
か
ら
廃
絶
を
求
め

る
人
道
的
影
響
の
と
り
く
み
が

あ
っ
た
。
核
兵
器
の
人
道
的
影

響
の
共
同
声
明
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ

会
議
で
１
５
９
カ
国
が
賛
同
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
、
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
の

た
め
法
的
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

こ
と
を
迫
っ
た
。

最
終
文
書
の
議
論
の
最
後

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
49
カ
国

を
代
表
し
て
、「
こ
の
会
議
で
、

す
べ
て
の
締
約
国
の
核
兵
器
に

関
す
る
議
論
と
関
与
に
お
い

て
、
そ
の
焦
点
、
ト
ー
ン
、
バ

ラ
ン
ス
が
明
確
に
変
化
し
た
」

と
発
言
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
真

の
成
果
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

被
爆
70
年
を
核
兵
器
廃
絶
の
転

換
点
に

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
が
終
わ
り
、
今

世
界
の
目
は
、
国
際
政
治
も
Ｎ

Ｇ
Ｏ
も
被
爆
70
年
の
広
島
・
長

崎
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。「
被

爆
70
年
を
核
兵
器
廃
絶
の
転
換

点
に
し
よ
う
」
が
、
現
在
の
合

言
葉
だ
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
に
向
け
て
、
日
本
と
世
界
の

運
動
を
前
進
さ
せ
、
多
く
の

人
々
を
広
島
・
長
崎
に
結
集
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。今

回
の
再
検
討
会
議
を
見
て

も
、
外
交
交
渉
だ
け
で
こ
の
課

題
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
特
に
、

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を
阻
ん
で

い
る
、核
保
有
国
と
彼
ら
の「
核

の
傘
」
に
依
存
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

諸
国
や
日
本
の
よ
う
な
国
々
で

の
運
動
と
市
民
社
会
の
役
割
が

重
要
だ
。
こ
れ
ら
の
国
で
、
核

兵
器
な
く
そ
う
と
の
世
論
と
行

動
を
高
め
、
政
府
の
政
策
を
変

え
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

被
爆
国
日
本
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会

議
で
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
を

果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
本

政
府
は
核
兵
器
の
人
道
的
影
響

の
共
同
声
明
に
賛
同
し
、「
二

度
と
広
島
・
長
崎
の
被
害
を
く

り
か
え
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

言
い
な
が
ら
、
一
方
で
禁
止
条

約
に
は
絶
対
進
ま
な
い
と
の
態

度
を
と
っ
て
い
る
。お
ま
け
に
、

憲
法
９
条
を
踏
み
に
じ
り
、
日

本
を
海
外
で
ア
メ
リ
カ
と
と
も

に
戦
争
が
で
き
る
国
に
す
る
た

め
に
邁
進
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
核

兵
器
使
用
の
準
備
が
あ
っ
た
と

い
う
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
武

力
紛
争
に
核
兵
器
使
用
の
危
険

は
つ
き
も
の
だ
。こ
の
策
動
は
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

求
め
る
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し

て
お
り
、許
し
て
は
な
ら
な
い
。

世
界
大
会
に
は
、
メ
キ
シ
コ

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
再
検
討

会
議
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
国
の
政
府
代
表
が
参
加
す

る
予
定
だ
。
世
界
か
ら
１
３
０

名
を
超
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
も
参

加
す
る
。
世
界
大
会
で
「
被
爆

70
年
を
転
換
点
に
す
る
」
た
め

の
今
後
の
行
動
に
つ
い
て
議
論

す
る
。
日
本
各
地
か
ら
、
核
兵

器
な
く
せ
、
戦
争
法
案
反
対
の

世
論
と
行
動
を
持
ち
寄
ろ
う
。
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戦
後
70
年
、

最
大
の
歴
史
の
分
岐
点

戦
後
70
年
、
非
戦
の
憲
法
の

も
と
に
あ
る
日
本
は
安
倍
内
閣

の
憲
法
破
壊
の
「
暴
走
」
政
治

に
よ
り
最
大
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。

安
倍
内
閣
、

「
戦
争
法
案
」
強
行
採
択

安
全
保
障
関
連
法
案
（「
安

保
法
案
」）
は
憲
法
９
条
を
蹂

躙
し
、
日
本
を
「
外
国
で
戦
争

す
る
国
」
に
す
る
違
憲
法
案
で

あ
る
。

法
案
審
議
の
進
行
に
よ
り
、

「
安
保
法
案
」
は
違
憲
と
の
声

が
広
が
り
、
世
論
の
変
化
に
つ

な
が
っ
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た

与
党
は
国
会
会
期
を
長
期
延
長

し
、７
月
16
日
に
衆
議
院
で「
安

保
法
案
」の
採
決
を
強
行
し
た
。

「
60
日
ル
ー
ル
」
は

絶
対
で
は
な
い

強
行
採
決
の
あ
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

な
ど
放
送
メ
デ
ィ
ア
は
「
60
日

ル
ー
ル
」
を
根
拠
に
「
法
案
」

成
立
は
確
実
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を

流
し
始
め
た
。
参
議
院
が
否
決

し
た
法
律
案
（
60
日
以
内
に
議

決
し
な
い
と
き
も
否
決
と
み
な

す
）
は
、「
衆
議
院
で
出
席
議

員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で

再
び
可
決
し
た
と
き
は
、
法
律

と
な
る
」（
憲
法
59
条
）。
し
か

し
、衆
議
院
が
こ
の「
ル
ー
ル
」

を
適
用
し
な
け
れ
ば
再
議
決
さ

れ
な
い
。
実
際
、
再
議
決
し
な

か
っ
た
例
が
過
去
に
あ
る
。

再
議
決
は
国
民
主
権
の

侵
害「

安
保
法
案
」
は
野
党
や
国

民
多
数
が
「
違
憲
」、「
審
議
不

十
分
」
と
反
対
す
る
の
を
数
で

押
し
切
り
衆
議
院
を
通
過
さ
せ

た
法
案
で
あ
る
。
多
数
党
が
こ

の
「
ル
ー
ル
」
を
適
用
す
る
こ

と
は
権
力
の
乱
用
で
あ
る
。
そ

れ
は
参
議
院
の
存
在
意
義
を
な

く
し
、
議
会
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
大
問
題
と
な
る
。
そ
し

て
、「
安
保
法
制
」
の
廃
案
を

求
め
る
声
は
議
会
制
民
主
主
義

を
守
る
世
論
と
も
合
流
す
る
だ

ろ
う
。

こ
の
巨
大
な
世
論
こ
そ
「
安

保
法
制
」
廃
案
を
実
現
す
る
力

で
あ
る
。

最
悪
の
解
釈
改
憲
か
ら

憲
法
を
救
お
う

強
行
採
決
の
あ
と
、
内
閣
支

持
率
が
急
落
下
し
た
。「
毎
日

新
聞
」
と
「
共
同
通
信
」
の
調

査
で
は
支
持
率
が
ど
ち
ら
も
30

％
台
中
ご
ろ
に
急
落
下
し
た
。

ど
ち
ら
も
不
支
持
率
が
支
持
率

を
上
回
っ
た
。

８
月
は
戦
争
と
平
和
に
関
心

が
集
ま
る
特
別
の
月
で
あ
る
。

参
議
院
で
「
戦
争
法
案
」
の
審

議
が
始
ま
れ
ば
、
こ
の
法
案
の

危
険
性
が
ま
す
ま
す
多
く
の
国

民
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

世
論
の
力
で
「
戦
争
法
案
」

を
廃
案
に
し
て
、
平
和
主
義
・

主
権
在
民
の
憲
法
を
守
る
道
を

切
り
開
く
こ
と
が
、
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
。

（
２
０
１
５
・
７
・
１
９ 

Ｔ
Ｈ
）

「
戦
争
を
せ
ず
に
平
和
な
社

会
を
作
り
た
い
け
ど
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
平

和
は
大
切
だ
け
ど
、
言
葉
に
す

核
戦
争
に
反
対
す
る
北
海
道

医
師
・
歯
科
医
師
の
会
の
第
27

回
総
会
が
７
月
４
日
、
札
幌
市

内
で
開
か
れ
16
名
の
会
員
が
出

席
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
共
同
代
表
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
国

際
運
営
委
員
で
も
あ
る
川
崎
哲

氏
を
講
師
に
「
核
兵
器
は
な
く

原
爆
症
集
団
訴
訟
後
に
改
定

さ
れ
た
審
査
で
却
下
さ
れ
た
被

爆
者
に
よ
っ
て
２
０
０
９
年
に

る
の
が
難
し
く
て
、
な
ん
だ
か

照
れ
く
さ
く
て
、
ほ
か
の
人
に

知
ら
れ
る
の
が
ち
ょ
っ
と
こ
わ

い
」
─
こ
ん
な
思
い
を
持
つ
人

は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
同
じ
思
い

を
持
つ
一
人
ひ
と
り
が
手
を
つ

な
ぎ
声
を
あ
げ
れ
ば
、
大
き
な

思
い
に
な
っ
て
何
か
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
、
私
は
そ
ん
な
希

せ
る
か
─
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

２
０
１
５
が
示
し
た
も
の
」
と

題
し
て
記
念
講
演
会
を
行
っ

た
。
川
崎
氏
は
、
核
兵
器
に
か

か
わ
る
事
故
の
リ
ス
ク
、
核
兵

器
使
用
が
も
た
ら
す
破
滅
的
な

人
道
上
の
影
響
な
ど
を
説
明
。

そ
し
て
、
核
兵
器
を
廃
絶
さ
せ

る
ま
で
に
は
、
禁
止
→
廃
棄
→

大
阪
で
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
、

１
１
６
人
（
東
京
32
、
名
古
屋

５
、
大
阪
38
、
広
島
27
、
岡
山

１
、
熊
本
８
、
長
崎
５
）
が
原

告
と
な
っ
て
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ

ク
シ
ャ
訴
訟
」
が
た
た
か
わ
れ

て
い
る
。
先
の
集
団
訴
訟
の
弁

護
団
と
支
援
組
織
が
活
動
を
継

承
し
て
い
る
。
申
請
疾
患
は
、

望
を
持
っ
て
い
る
。

戦
後
70
年
が
経
ち
、
戦
争
体

験
者
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

る
。
私
は
、
戦
争
の
記
憶
が
風

化
す
る
前
に
戦
争
体
験
者
の

方
々
か
ら
お
話
を
聞
き
た
い
と

思
う
反
面
、
一
方
的
に
聞
く
だ

け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
聞
い

た
私
た
ち
は
そ
れ
を
活
か
せ
る

だ
ろ
う
か
、
戦
争
体
験
者
の

方
々
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を

し
っ
か
り
受
け
取
れ
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
ん
な
疑
問
も
抱
い
て

い
ま
す
。
今
、
自
分
た
ち
が
戦

争
や
平
和
に
つ
い
て
率
直
に
感

じ
て
い
る
こ
と
と
、
戦
争
体
験

検
証
と
い
う
３
段
階
を
経
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
た
。

総
会
で
は
、
来
賓
の
北
海
道

被
爆
者
協
会
の
北
明（
き
た
め
）

邦
雄
事
務
局
次
長
が
、
今
回
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
て

北
海
道
の
被
爆
者
の
声
を
英
訳

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
届
け
た

が
、
反
核
医
師
の
会
に
お
世
話

に
な
っ
た
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ

た
。
北
海
道
原
水
協
の
嶋
田
千

津
子
事
務
局
長
は
「
戦
後
70
年

の
年
に
戦
争
法
案
を
阻
止
す
る

た
め
、
８
月
の
原
水
禁
世
界
大

会
に
多
く
の
声
を
結
集
し
て
い

き
た
い
」、
泊
原
発
の
廃
炉
を

心
筋
梗
塞
28
％
、
甲
状
腺
機
能

低
下
症
25
％
、
悪
性
疾
患
20

％
、
白
内
障
７
％
、
肝
臓
病
５

％
な
ど
で
あ
る
。

大
阪
、
熊
本
、
岡
山
、
広
島

で
勝
訴
30
人
、
敗
訴
８
人
の
判

決
が
出
て
勝
訴
率
は
79
％
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
の
原
告
は
５

地
裁
70
人
、
３
高
裁
15
人
で
あ

り
10
月
29
日
に
東
京
地
裁
、
大

阪
高
裁
で
判
決
。愛
知
は
秋
に
、

熊
本
は
年
内
に
結
審
予
定
で
あ

る
。広

島
地
裁
で
５
月
20
日
に
白

内
障
の
４
人
に
勝
訴
２
人
、
敗

者
の
方
々
の
思
い
と
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
平

和
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
一
人

ひ
と
り
の
得
意
な
こ
と
、
経
験

や
知
識
、
能
力
、
人
脈
な
ど
を

最
大
限
に
活
か
せ
ば
大
き
な
力

に
な
る
は
ず
で
す
。

私
は
「
全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
で
多
く
の
医
学
生
と
、

平
和
と
健
康
が
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
び

と
の
健
康
を
阻
害
す
る
要
因
と

し
て
病
気
や
戦
争
、
貧
困
な
ど

の
社
会
的
要
因
が
あ
り
、
健
康

の
守
り
手
で
あ
る
医
療
者
と
し

て
、
そ
れ
ら
を
取
り
除
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
戦
争

体
験
は
な
い
私
た
ち
の
世
代

が
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
な
社
会

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
時

代
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び

語
り
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と
は

重
要
で
、
少
し
ず
つ
で
も
広
げ

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

今
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る

安
全
保
障
法
案
は
「
平
和
を
守

る
た
め
に
戦
争
が
で
き
る
国
に

す
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で

矛
盾
を
感
じ
る
。全
国
各
地
で
、

安
全
保
障
法
案
に
抗
議
す
る
声

が
次
々
と
あ
が
っ
て
お
り
、
メ

デ
ィ
ア
で
も
連
日
報
じ
て
い

る
。
私
た
ち
は
、
今
後
の
日
本

が
ど
う
進
む
か
の
分
岐
点
に
立

た
さ
れ
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り

の
行
動
で
社
会
が
す
こ
し
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。今

私
が
す
べ
き
こ
と
は
自
分

で
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
糧
に
、
考
え
る

こ
と
を
や
め
ず
、
自
分
の
言
葉

で
語
り
続
け
る
こ
と
だ
。
戦
争

に
つ
な
が
る
一
切
の
も
の
ご
と

に
反
対
し
、
平
和
を
守
る
た
め

に
努
力
し
つ
づ
け
る
。

め
ざ
す
会
の
常
田
（
と
き
た
）

益
代
共
同
代
表
は
「
原
爆
と
原

発
の
苦
し
み
を
知
っ
て
い
る
の

が
日
本
。
原
爆
は
２
度
使
わ
れ

た
が
、
原
発
事
故
は
絶
対
に
２

度
と
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
討
議
で
は
、
今
年

度
活
動
方
針
案
、
同
予
算
案
、

役
員
体
制
な
ど
が
確
認
さ
れ
、

福
地
保
馬
会
長
ら
が
再
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
規
約
の
一
部
改
定

と
し
て
、
原
発
問
題
に
も
取
り

組
む
こ
と
を
規
約
に
明
記
す
る

こ
と
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
、
具

体
的
な
文
言
は
事
務
局
が
調
整

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
「
戦
後
70
年
、
日
本

訴
２
人
の
判
決
が
出
た
。
被
爆

距
離
が
２
・
４
km
の
原
告
に
つ

い
て
放
射
線
起
因
性
を
認
め
、

点
眼
薬
に
よ
る
効
果
を
見
な
が

ら
手
術
の
時
期
を
検
討
し
て
い

た
場
合
も
要
医
療
性
が
あ
る
と

判
示
し
た
。
原
告
被
告
双
方
が

１
人
ず
つ
控
訴
し
て
高
裁
で
の

あ
ら
そ
い
と
な
っ
て
い
る
。 

２
０
１
３
年
12
月
に
非
癌
疾

患
に
付
け
ら
れ
て
い
た
「
放
射

線
起
因
性
の
あ
る
」
と
い
う
表

現
が
「
白
内
障
は
１
・
５
km
以

内
、
そ
の
他
は
２
km
以
内
被
爆

か
翌
日
ま
で
に
１
km
以
内
に
入

市
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

２
０
１
４
年
度
の
認
定
率
は

腫
瘍
78
％
、
造
血
機
能
障
害
65

％
、甲
状
腺
機
能
低
下
症
48
％
、

白
内
障
が
12
％
、肝
臓
病
52
％
、

心
筋
梗
塞
61
％
に
上
昇
し
た
が

ハ
ー
ド
ル
が
明
示
さ
れ
た
こ
と

で
申
請
者
が
激
減
し
た
結
果
で

あ
る
。

２
０
１
４
年
度
の
白
内
障
の

認
定
は
16
件
、
却
下
は
１
１
７

件
で
あ
り
、
２
０
０
８

－
２
０
１
０
年
度
の
年
間
平
均
と

比
べ
る
と
申
請
件
数
は
22
％

に
、
認
定
数
は
72
％
に
減
少
し

が
海
外
で
戦
闘
行
為
を
行
わ

ず
、
核
兵
器
を
持
た
な
か
っ
た

こ
と
は
我
々
日
本
国
民
の
誇
り

で
あ
り
、
憲
法
９
条
の
改
悪
を

許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
争

法
案
は
何
と
し
て
も
阻
止
し
、

核
兵
器
も
原
発
も
な
い
世
界
の

実
現
に
向
け
、
こ
こ
北
海
道
か

ら
力
を
合
わ
せ
て
い
こ
う
」
と

す
る
特
別
決
議
を
採
択
し
総
会

を
終
え
た
。

総
会
後
、
川
崎
さ
ん
を
囲
ん

で
の
懇
親
会
が
開
か
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な

か
全
員
が
近
況
を
報
告
し
、
今

後
も
粘
り
強
く
活
動
を
続
け
よ

う
と
誓
い
合
っ
た
。

て
い
る
。

国
は
高
齢
者
は
誰
で
も
白
内

障
に
な
る
か
ら
原
爆
症
に
認
定

し
た
ら
予
算
が
い
く
ら
あ
っ
て

も
足
り
な
い
と
し
て
予
算
枠
を

守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。６

月
18
日
に
は
衆
議
院
会
館

で
被
爆
者
援
護
の
抜
本
改
革
を

求
め
る
「
院
内
集
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
訴
訟
を
長
引
か
せ
る

こ
と
な
く
、
被
爆
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
援
護
制
度
を
早
急

に
実
現
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

戦
後
70
年
の
節
目
に

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
る

信
州
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年
　
光
武
　
　
鮎

北
海
道
の
会
が
総
会

　

核
兵
器
も
原
発
も
な
い

　

社
会
を
め
ざ
す

常
任
世
話
人
　
塩
川
　
哲
男

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ

訴
訟
の
現
状�

常
任
世
話
人
　
青
木
　
克
明

時
事
モ
ニ
タ
ー

戦
後
最
大
の
危
機

　

安
倍
政
権
が
解
釈
「
改
憲
」・

「
戦
争
法
制
」
を
狙
う
？

反
核
医
師
の
会
ニ
ュ
ー
ス


